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グローバルリーダーシップ通信　第132号（2020/12/4）
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NPO法人グローバルリーダーシップ・アソシエーション（GLEA）の
メールマガジン第132号をお届けします。ご意見・ご感想は<glea@npo-glea.org>
<mailto:glea@npo-glea.org>まで。

◆今号の内容

１．トピックス

２．最新の活動情報　 第19回交渉コンペティション報告
３．これからの活動情報　

４．コラム　 森山亮子会員
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１．トピックス
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◆交渉コンペティション情報を、「2.最新の活動情報」および「3.これからの活動情報」で御覧くだ
さい。

◆NPO法人GLEA年会費のお願い
4月末に会員の皆様宛てに「令和2年度会費のお願い」を送信させていただいております。
会員の皆様には、本年度も是非ご協力のお力添えをいただければ幸いです。
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２．最新の活動情報
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◆大学対抗交渉コンペティション 第19回 大会報告

☆大会史上初めて、Zoomを用いたオンラインで実施された。 2020年11月14日（土）仲裁の部お
よび11月15日（日）交渉の部を通して、 25チーム（日本２０大学、海外５チーム） 、審査員100名
以上、参加者234人が参加された。

《最終順位　Final Ranking》
Winner　シンガポール国立大学 (National University of Singapore)
2nd　　 チーム・オーストラリア (Team Australia)
3rd 東京大学 The University of Tokyo)
4th チュラロンコン大学 (Chulalongkorn University)
5th 上智大学 (Sophia University)
6th 大阪大学 (Osaka University)
7th 中央大学 (Chuo University)
☆ベスト・チームワーク賞（Best Teamwork Award）:上智大学（Sophia University）
☆日本語の部最高得点

Ø仲裁（Herbert Smith Freehills Award）:東京大学（The University of Tokyo）
Ø交渉（GLEA Award）: モンゴル国立大学（National University of Mongolia）
☆英語の部最高得点（Highest Score in English Division）
ØArbitration (CIArb Award): Team Australia
ØNegotiation (Squire Patton Boggs Award): National University of Singapore



☆審査員として感じたこと

農端康輔会員（弁護士・神楽坂キーストーン法律事務所）

　第１９回大学対抗交渉コンペティションは２０２０年１１月１４日（土）及び１５日（日）にオンライン

で無事に開催されました。私も，前年度までに引き続いて参加者ＯＢＯＧの１人として審査員を務

めさせていただきました。

　本年度は，仲裁の部は大手運送事業者のレッド社，オンライン小売事業者のブルー社の間のト

ラブル，交渉の部は両者の将来の事業協力の在り方等が取り上げられました。それぞれ新型コ

ロナウイルスのパンデミックの状況を踏まえた論点が扱われました。

　本年度は，参加者の皆さんも大学の施設が思うように使用できない状況があっただけでなく，

海外から参加した大学には，大会直前にその地域がロックダウンになったというチームもあった

そうです。

　実際の進行でも，技術的なトラブル等で仲裁や交渉の開始時間が遅れたり，審査に時間がか

かって閉会式が途中で中断したりというトラブルもありましたが，大会は無事に終了しました。

　このように様々な制約の中での開催でしたが，参加者の皆さんが，zoomやgoogleドキュメント
をはじめとしてオンラインならではの技術を用いられ，コミュニケーションを巧みに行っているのを

見せていただくと，仲裁や交渉の新たな時代の可能性を感じられる大会だったのではないかと思

います。

　また，今年は「オフィシャル」という形で，各対戦室に１人ずつＯＢＯＧなどの皆様が張り付いて

進行にご協力いただきました。例年にも増して，大会ＯＢＯＧの方々に表に見えない形でもご協

力していただいたことも，大学対抗交渉コンペティションの新たな展開を感じさせるものだったと

思います。

　困難な状況の中，本年度も開催を続ける決断をされた運営委員会の皆様，ご協力いただいた

皆様，参加された皆様に感謝申しあげます。

　来年度は，新型コロナウイルスに関する状況が落ち着き，上智大学に集まって開催でき，顔を

合わせた交流ができることを祈っております。

　　山口聡子会員（ 弁護士・ 弁護士法人淀屋橋山上合同 ）

　大学対抗交渉コンペティションは、参加大学が、国際的なビジネスを題材に、1日目は模擬仲裁
をし、2日目は模擬交渉を行うものですが、今回はじめて審査員を務めました（模擬仲裁において
は、上智大学と中央大学の対戦、模擬交渉においては、北海道大学と早稲田大学の対戦）。学

生時代は、大学対抗交渉コンペティションに対して、技術的、学問的な優劣を競うというイメージ

を持っていました。しかし、今回審査をして気づいたことは、いかに相手方だけでなく、チーム内

において交渉をしてきたか（コミュニケーションを取ってきたか）により、交渉の質が変わっている

ということでした。

　対戦時には、相手方との交渉がフォーカスされるのはもちろんですが、審査の対象となる各

チームの準備書面や主張等が、詳細かつ丁寧に検討されており、その裏では相当の努力があっ

たことはもちろん、チーム内での度重なる交渉がなされていたことを容易に推察することができま

した。チームメンバーや指導を担当している大学の先生方、OBやOGと繰り返し交渉され、議論
され、ここまでの準備をなされたことが、書面上、また、交渉態度に如実に表れていることが印象

的でした。貴重な機会をありがとうございました。
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３．これからの活動情報
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INC Seminar
　第19回大会の審査員で長らくシンガポール国立大学で准教授として交渉や仲裁のコーチをさ
れた経歴をお持ちのMs Lim Lei Theng (Counsel, Eden Law Corporation)が、交渉コンペで高
い評価を得た大学のチームのためにマスタークラスを開催してくださいます。

　学生と指導教員以外は参加できませんので今回は情報提供のみですが、内容は次号でレ

ポートしたいと思います。

仲裁：December 5, 13:00-15:00 (JST): Round A: E8 (Tokyo 2- National University of
Singapore)

交渉：December 12, 13:00-15:00 (JST): Round B: E4 (Sophia – Team Australia 1)
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４．今月のリーダーシップ情報　【コラム／column】
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森山亮子会員（大塚ホールディングス株式会社 /大塚製薬株式会社　法務部長）

「気持ちを伝える」

　年齢や役職が上がると共に、会合での挨拶、講評、訓示といったスピーチを頼まれることが増

えるものだが、私はこれがまるでダメである。ダメな自覚はあるので、スピーチを振られそうな場

面を事前に察知し、準備をするようにはしているのだが、突然頼まれることもあるし、先ほど見聞

きしたばかりのことをコメントする必要のある講評などは、事前準備では対応しきれない。これは

何とかしなければとある人に相談したところ、訓練法はあるということで、さっそくそれを始めるこ

とにした。

　なぜ今、そのような訓練を始めようと思ったのか？それは先日、非常に努力し、その結果成果

を出した人達を前にコメントを求められた際、彼らの努力を称え、貢献に感謝することがうまくでき

なかったからである。今こそ心からの感謝を、心震える言葉で伝えるべき時だ！と思いながら、

話がだんだんとグダグダになっていく自分に情けなさを感じたし、前にいる人達の達成感や今後

もがんばろうというモチベーションに水を差したような気がして、悲しい気持ちにもなった。

　自分の率いるチームが難しい仕事に挑戦するときには、メンバーのモチベーションを上げ、チー

ムの結束を促す、そして仕事を成し遂げた後はお互いの努力と成長をたたえ、貢献に感謝し、次

への意欲をする言葉を伝える、私はそうしたいという気持ちを持っているのであるが、気持ちだけ

あっても、それを実行する技術がなければ伝わらない。そう思って始めた訓練である。

　訓練は始まったばかりで、本日時点では大した効果は見られないが、できる限り早く成果が表

れるようにしたい。もちろん、事前準備ができる限りは、準備も怠らないようにもしたい。
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情報募集中
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メールマガジン「グローバルリーダーシップ通信」で、

会員の皆様に発信されたい内容や活動等がございましたら、

毎月20日頃迄に事務局までご連絡下さいますようお願い致します。
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本メールマガジンについて
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配信先ご変更や配信ご不要の場合は、件名に「配信先変更」又は

「配信不要」と明記してglea@npo-glea.org <mailto:glea@npo-glea.org>迄ご連絡下さい。
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